
金型の材質（鋼種）の選定は、加工品の品質や金型寿命（加工コスト）からみて大変重要です。

今回は代表的な金型材料についてまとめました。

金型の材質として当社では、

　・ダイス鋼（SKD-11相当）

　・改良ダイス鋼

　・ハイス鋼（SKH-51相当）

を採用しております。

金型の材質

図1　材質特性

各鋼種の特性

ＳＫＤ－１１相当（冷間金型用合金工具鋼）

　機械的性質・熱処理特性に優れた、板金加工用金型の代表的な材料です。

　耐磨耗性をさらに向上させています。
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ＳＫＨ－５１（高速度工具鋼）

　ハイス鋼の中で、最も広く使用されている材料の一つです。

　ダイス鋼と比較して、耐磨耗性・耐衝撃性・靭性に優れた材料です。

　ステンレス等の難加工材や生産量が多い場合に向いています。

改良ダイス鋼（特許鋼種）

　炭化物を微細化することにより靭性・

　耐チッピング性を向上させた材料です。

　ＳＫＨ－５１と同等以上の靭性を備えています。

改良ダイス鋼
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